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Ⅰ．問題の所在と目的 

個別の指導計画は、個々の教育的ニーズから指導目標や指導内容・方法、配慮事項を決定する個に応じた指導の

計画であり、通常学級に在籍しながら、一人ひとりの教育的ニーズを実現するための不可欠なツールである。個別

の指導計画は、学級担任が主体的に作成し、自身の授業や指導に役立つツールであることが望ましいが、多忙な通

常学級の学級担任（以下,学級担任）に強いる形では持続していかない。学級担任がなるべく負担感や抵抗感を抱か

ない形での個別の指導計画のあり方を考える必要がある。そこで本研究では、個別の指導計画に関して専門的知識

を持った特別支援学校教師との協働に基づいた小学校通常学級における個別の指導計画作成について、事例的に取

り上げ検証した。 
Ⅱ．方法 

１．対象教師：肢体不自由児が在籍する公立小学校学級担任1名および同校に対して地域支援を行っている特別支

援学校地域支援担当教師1名を対象とした。 
２．対象児童：脳性まひによる下肢運動障害を有する小学校1年（調査当時）男児で、普段の移動は独歩（クラッ

チ使用）である。普段の学校生活では介助員はついておらず、介助が必要な階段の昇り降り等には学級担任、保護

者または特別支援学級を担当する補助員があたっている。 
３．手続き 
３－１．予備調査：対象児童の様子見学、対象教師のプロフィール、学校の作成の現状や先生の希望等の面接調査 
３－２．本 調 査：児童の課題についてまとめた実態関連図の作成、個別の指導計画の作成、対象教師への面接調

査。 
Ⅲ．結果 

１．個別の指導計画について（予備調査） 
・これまでの作成有無：無し 
・学校としての様式有無：有り 
２．実態関連図の作成（本調査） 
完成した実態関連図を右図で示す。 
３．個別の指導計画の作成（本調査） 
 実態関連図を基に、今後の指導の方向性につい

て個別の指導計画を作成した。一部分を示す。 
＜児童の指導の方向性：（）内は、指導する担当者

や場所＞ 
・書く質を高めていく（学習、授業の中） 
・身の回りの日常生活動作を身につける（学校、

家庭） 
・身体の操作性を高める（通級） 
Ⅳ．まとめ（「」内は学級担任の感想を要約したもの） 

今回の取り組みを通し、教室内で学級担任一人が抱え込むのではなく、対象児童の困難さに対して誰がどのよう

に指導支援していくのかについて整理することができた。学級担任も、「通級でお願いするところがわかって見通

しが持てた。」と障害のある児童を指導する上での負担感が軽減されたのではないかと思われる発言をしていた。

関係教師の丁寧な取り組みにより、対象児童は現在、自力で階段の昇り降りが可能となり、保護者が学校に待機し

なくても学校生活をスムーズに送れるようになった。また、本人もこれまで苦手としていた運動に対して意欲的に

なり、様々なスポーツ（通級指導教室で行う障害者スポーツなど）に積極的に参加している様子が見られるように

なった。本実践では検証することができなかった課題を踏まえ、今後も研究を続けていきたい。 

                       共同研究者：三嶋和也（千葉県立船橋夏見特別支援学校・教諭） 

  

様式11-1 

身体の使い方に関わる
学校生活の困難さ

○授業中の姿勢（左に傾く）

○給食の配膳（友達にやっても
らっている。今後できること
は？）

○靴の脱ぎはぎ（お母さん、教
師）これから学年があがるに
つれ、一人でできるか？

●机上での細かい操作が不器
用な面が見られる

●授業中にまっすぐに座ってい
られず、身体が傾きやすい

●給食の配膳などに困難があ
りそう

●授業準備がぎこちなくなり時
間がかかる

Jくんの身体の使い方

●椅子座位での体幹の支持性
が乏しく、不安定になる

●階段の昇降に介助を要する

●肩まわりに緊張があり、上肢
の動作にやや制限がある

●歩行力は、入学当初に比べ
て伸びている

友達関係・意欲

○進んで発表する（元気がよい。
返事もしっかりできる）

○歌が得意（楽しそうに歌って
いる）。リズム遊びが好き

○代表、役など「やりたい」とい
う意欲が強い

●友達との関わりは良好のよ
うに思える

●話し合いの活動では積極的
に話すことが多い

●1年生の学級の皆と変わりな
く仲良く過ごしている

教室環境の改善

○集団行動（大勢いるため、危
険を伴う）。階段、下駄箱、
給食

○教室環境（Jくんが動きやすく
快適に過ごすためには？）

●ノートやプリントを教卓に
持って行くことに少し困難さ
がある

教師の手立て

○掃除の取り組み方。良い方
法は？

○図工、生活など手を使って創
作するもの。いい手立て
は？

○朝の準備、帰りの準備をス
ムーズに行うためには？手
立て

○体育の授業。Jくんだけのメ

ニューを取り入れていくべき
か（できることは行う）

●集団性のある体育などに困
難さが見られそう

●床のぞうきんがけに困難が
ありそう

書いたり見たりするなど
学習面の課題

●書くことに困難さが見られる
●文字の大きさがそろいにくい

●黒板を見たり、ノートを見た
りとピントの調整にやや困難
がありそう

学級として全体指導する
ための負担感

●学級として全体指導するた
めの負担感


